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木原均博士について

木原均博士の 「小さい実験」

木原記念室　―木原均博士の足跡をたどる―

　木原均博士 （1893年～1986年） は、 植物の遺伝学・進化学

の研究で大きな業績を残しました。

　とくに 「ゲノム説」 の提唱、 パンコムギの祖先の発見は、 世界的

な研究成果として知られています。 また、 海外に植物探索の旅に

でかけ、 日本のフィールド科学の道をひらき、 冬季オリンピックの

団長を2 度つとめるなど、 冬季スポーツの振興にも足跡を残し

ました。

　木原博士は、 コムギの研究のかたわら “ルーペとノートと鉛筆”

があればできる 「小さい実験」 を通して、 日常生活の中でふと

みつけた疑問を解き明かすことを楽しみました。

木原博士のライフワークであるコムギの研究を中心に多彩な業績を様々な角度からたどることができます。

横浜市立大学舞岡キャンパス （横浜市立大学木原生物学研究所） 内　１F

横浜市立大学木原生物学研究所作成の小冊子 「木原均博士が見ていた世界」 にご興味をお持ちの

方は、 木原記念財団までご連絡ください。 yamabosi@kihara.or.jp

小さい実験①　身近な生物の右巻き・左巻きの観察

小さい実験②　人工紅葉

小さい実験③　植物のオスとメス

小さい実験④　植物の性転換

小さい実験の例

木原博士の実験道具 （木原記念室所蔵）

表紙の絵　「Cell‐細胞について詳しくなろう‐」　横浜国立大学教育学部附属横浜小学校　5年　濱田　航輔

　　　　　　　　　「命の神秘～ヒメウズラの観察日記～」　横浜市立並木第一小学校　6年　宮本　珠来

謝　　辞

ご後援

特別協賛

　今年度のこども科学賞は、 下記の皆様の温かいご支援・ご協力に支えられて運営しています。 紙面上

で失礼ながら、 心より厚く御礼申し上げます。

ご支援いただいた皆様

【神奈川県内の教育委員会】 神奈川県教育委員会、 横浜市教育委員会、 川崎市教育委員会、

　　　　　　　　　　　　相模原市教育委員会

【地域の大学 ・ 研究機関】

【地域の企業、 金融機関】

ご寄附

【地域の企業、 ライフサイエンス関連企業】

【個人 （ライフサイエンス関連の研究者等）】

増田和成様、 小井土大様、 丸山正様、 他、 計8名、 1社 （ご希望によりお名前非公表の方含む）

中外製薬株式会社 株式会社天然素材探索研究所

ベーシックバイオ合同会社 株式会社サカタのタネ

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社

国立研究開発法人海洋研究開発機構 横浜市立大学木原生物学研究所
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 はしがき

　　　「木原記念こども科学賞」 は今回で第 32 回を迎えることが出来ました。 これはひとえに、

市や県の教育委員会、 横浜市立大学木原生物学研究所に加え、 地域の企業、 金融機関、

生命科学に関わるベンチャー ・ 中小企業 ・ 大手企業 ・ 研究機関、 個人の研究者などの皆

様からの幅広いご寄附やご協力の賜物であるとの認識のもと、 この賞の充実と認知度の向

上等に尽くして参ります。

　元来四季が明確な我が国も、 近年は、 エアコン要らずの春秋は短くなり夏冬二季の様相

を呈していますが、 財団生みの親である木原均博士は、 約半世紀前の北海道大学創基百

周年記念（1976 年） に際し、“医師が人類の病気を予防したり治療するように、 生命科

学は地球の医師となって働いてほしいものです” と念願しておられます。 これは、 現在の気

候変動 ・ 天然資源危機 ・ 生物多様性損失の三大問題ではなく、 今も続く環境汚染を案じ

てのお言葉ですが、 作品応募が地球環境保全の重要性の認識に繋がることを期待致しま

す。 また、 幼少 ・ 少年期に生き物を比較観察のため直接見て触り、 その驚きの上に“科学

する楽しさを知る” ことは、 本こども科学賞の精神であり、 人としての成長においても大切

です。 財団では、 未来の科学者が育つことを希求しつつ、 様々な道に進む全てのこども達

に、 この事業に参加することを“きっかけ” として“科学する目” を持ち、 自然共生経済や

SDGs に取組む現代社会の逞しい構成員に育つことを願って事業を実施しております。

　お陰様で今年も多くのこども達から、生き物への愛情があふれた作品の応募がありました。

まず、 応募作品を厳正に審査して頂きました選考委員の先生方のご労苦に感謝申し上げま

す。 また、 全ての応募者、 子どもたちをお導きくださった学校あるいは家族の皆様方、 そし

て、 ご後援くださった全ての関係諸団体の皆様方に、 ここに心より感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ２０２4 年１２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  選考委員会委員長

公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団

常務理事　　鈴木　榮一郎
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「カタツムリのあかちゃんが生まれたよ！」
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前田　理実
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小学校低学年の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（1作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

植木　陽仁 横浜市立永田小学校 3年
アダンソンハエトリグモとの１年　2
～オスはどんなメスにきゅうあい
をするのか？～

茂泉　雄大 横浜市立公田小学校 1年どこまでのびる？ぼくのアサガオ

努力賞
（4作品） 島谷　幸奈

古川　朝椛

横浜国立大学教育学部
附属横浜小学校 1年

横浜市立奈良小学校 1年

アゲハのようちゅうのかんさつにっき

宮本　郁人 平塚市立真土小学校 2年菌が見たいー！！！

わたしたちがだした
                           ほこりのけんきゅう

平林　侑真 横浜市立折本小学校 3年
化石を発見したい！
～たま川、勝山での調さとけっか～

三橋　叶大 厚木市立北小学校 3年
ぜん明川にいるハグロトンボの記
ろく～ハグロトンボは何びきいるの
か～（2024年）
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低
学
年
の
部

作品を読んで  

横浜市みどり環境局 担当係長　山本 理奈

　一つ一つが独創性に溢れ自由で生きものへの敬愛の思いがつまった研究作品の
数々に時間を忘れて読ませていただきました。

　今年、 初めて審査をさせていただき、 身近にある自然を様々な視点で研究として
取り上げ、 あるものは身近な自然から芽生えた疑問に実験を通して考察を深め、 あ
るものは昨年の研究をさらに深め、 新たな疑問を次の研究題材とするなど、 どれも
　　　「見て、 触れて、 確かめる」 木原博士の精神を体現する研究を通して実験や研究す
る喜びや楽しさが伝わってくる作品ばかりでした。
　これらの作品の中で今年の最優秀賞に輝いた「アダンソンハエトリグモとの１年　２
～オスはどんなメスにきゅうあいをするのか？～」 は、 クモへの愛情と知りたいことを
丁寧に分析し実験 ・ 考察 ・ 新たな疑問を次々と繰り返し、 クモの生態に迫る様子は
圧巻でした。「アダンソンハエトリグモが大好き」 という思いが深まり、 今回の研究が
次なる疑問や研究に繋がり、 この先、 どんな発見に至るのか。 今後が更に楽しみ
な作品として高く評価されました。
　
　優秀賞は「どこまでのびる？ぼくのアサガオ」 です。 夏休み期間に身近にある題材
を材料に確かめる作業を丁寧に行っていました。 ツルの成長だけでなく、 巻き付き
方や花のつき方、 色の変化などを調べました。 丁寧に観察を行い写真やイラスト、
表を使って分かりやすく表現することができました。 また、 実験の結果から条件を変
えると、 もっと詳しい実験が出来ることや改善点に気が付き、 次回の課題とする姿
勢が素晴らしいものでした。

　どちらの作品も疑問や課題に真剣に向き合う中、 新たな発見や疑問が生まれてい
ます。「自分は何を知りたいのか？」 疑問を明確にし、 探求していくことで何とか解決
に近づいていくなど「大変だけれど、 楽しい」 と語る姿が印象的でした。

　全体的に他の作品も写真やイラストなどを使って分かりやすくまとめられていました
が、 結果や考察で実験に用いた数が少なく、 条件による違いなのか、 個体差なの
か結果がはっきりしないものもありました。 他の実験などを参考に実験方法をもう一
度見直してみると、 また違った結果や発見があるかもしれません。 これからも、 作品
と共に大きく成長していく皆さんの姿を楽しみにしています。

小学校低学年の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（1作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

植木　陽仁 横浜市立永田小学校 3年
アダンソンハエトリグモとの１年　2
～オスはどんなメスにきゅうあい
をするのか？～

茂泉　雄大 横浜市立公田小学校 1年どこまでのびる？ぼくのアサガオ

努力賞
（4作品） 島谷　幸奈

古川　朝椛

横浜国立大学教育学部
附属横浜小学校 1年

横浜市立奈良小学校 1年

アゲハのようちゅうのかんさつにっき

宮本　郁人 平塚市立真土小学校 2年菌が見たいー！！！

わたしたちがだした
                           ほこりのけんきゅう

平林　侑真 横浜市立折本小学校 3年
化石を発見したい！
～たま川、勝山での調さとけっか～

三橋　叶大 厚木市立北小学校 3年
ぜん明川にいるハグロトンボの記
ろく～ハグロトンボは何びきいるの
か～（2024年）

－小学校低学年の部－
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最優秀賞最優秀賞

アダンソンハエトリグモとの１年　２　
～オスはどんなメスにきゅうあいをするのか？～
横浜市立永田小学校　３年　植木　陽仁
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低
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部
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低
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低
学
年
の
部

※ページ数の関係で全文掲載ではありません。
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優秀賞優秀賞
どこまでのびる？ぼくのアサガオ
横浜市立公田小学校　１年　茂泉　雄大
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低
学
年
の
部
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞

ぜん明川にいるハグロトンボの記ろく
　　　　　　～ハグロトンボは何びきいるのか～（2024年）
厚木市立北小学校　３年　三橋　叶大
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アゲハのようちゅうのかんさつにっき
横浜国立大学教育学部附属横浜小学校　１年　島谷　幸奈

努力賞努力賞
低
学
年
の
部
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わたしたちがだしたほこりのけんきゅう
横浜市立奈良小学校　１年　古川　朝椛

努力賞努力賞
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低
学
年
の
部

菌が見たいー！！！
平塚市立真土小学校　２年　宮本　郁人

努力賞努力賞
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努力賞努力賞
化石を発見したい！～たま川、 勝山での調さとけっか～
横浜市立折本小学校　３年　平林　侑真
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低
学
年
の
部

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 自分のアイディアをらくがきしてみよう！■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

第32回 木原記念こども科学賞
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小学校高学年の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（1作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

長﨑　仁平 横須賀市立汐入小学校 4年
ナナフシの研究①　ナナフシモ
ドキを“でっかく”育てる挑戦

福井　紗夕 藤沢市立石川小学校 ５年
不思議な自動種子散布植物
～カタバミ種子飛散布実験　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　part2～

努力賞
（6作品） 川上　杏凜 横須賀市立豊島小学校 ４年

絶滅前に助けろ！！
　～クロゲンゴロウの観察記録～

佐多　瑛太 捜真小学校 5年「異なる土壌がラディッシュの
成長に与える影響」

吉村　優希
横浜市立
　　　　港南台第一小学校 5年

「アサガオは温度・しつ度・風に
よってさくスピードが変わるのだ
ろうか？」

浦田　梛帆
下内　勇輝
下内　勇慧

鎌倉市立玉縄小学校
鎌倉市立大船小学校
鎌倉市立大船小学校

６年
5年
1年

ミミズの養殖

舘林　花怜
地球の沸騰化の防止を呼びか
ける～セミのぬけがら調査から
分かること～

宮本　珠来 横浜市立並木第一小学校 ６年命の神秘
　　　　　～ヒメウズラの観察日記～

後藤　渚 横須賀市立鶴久保小学校 4年僕とタガメが出会うまで

代表執筆者



29

高
学
年
の
部

横浜市立浦島小学校 教諭　酒井 佳代

　身近なことから生まれた疑問や大好きな生き物について、とことん追究する作品を
大変興味深く読ませていただきました。 どの作品も、ワクワクドキドキしながら次の頁
をめくり、あっという間に研究の世界にひきこまれました。

　素敵な作品のなかで、今年の最優秀賞に輝いた 「ナナフシの研究①　ナナフシモド
キを”でっかく”育てる挑戦」は、ナナフシモドキを大きく育てたいという強い思いのも
とに、3 ヶ月以上にわたり根気よく追究した作品でした。 丁寧な観察や実験、それら
を分かりやすくまとめていること。 そして、追究の過程で、結果から分かったことと次の
研究課題をつなげたり、研究の立て直しをしたりしながら考察を深めていることが高
く評価されました。 優秀賞は、「不思議な自動種子散布植物～カタバミ種子飛散布実
験part２～」です。 昨年度に続く研究内容で、カタバミについての追究の深さがうか
がえる作品です。 実験を繰り返し行い、データを集めて結果をだし、それらを考察に
つなげている点がとても素晴らしいです。

　どちらの作品も、研究テーマに対しての予想や適切な実験、丁寧な結果の出し方、
結果を踏まえての考察が繰り返しなされていました。 研究テーマに向かって試行錯誤
を繰り返し行えることは、強い追究心があるからだと思います。 他の作品においても、
自分の考えや思いを大事にした研究が見られました。 また、 問題解決のプロセスを
しっかり踏まえて研究が進められていることは感心しました。

　これからも、たくさんの自然にふれ、生き物の不思議を感じ、より深い追究をしていく
みなさんの姿を期待します。

小学校高学年の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（1作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

長﨑　仁平 横須賀市立汐入小学校 4年
ナナフシの研究①　ナナフシモ
ドキを“でっかく”育てる挑戦

福井　紗夕 藤沢市立石川小学校 ５年
不思議な自動種子散布植物
～カタバミ種子飛散布実験　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　part2～

努力賞
（6作品） 川上　杏凜 横須賀市立豊島小学校 ４年

絶滅前に助けろ！！
　～クロゲンゴロウの観察記録～

佐多　瑛太 捜真小学校 5年「異なる土壌がラディッシュの
成長に与える影響」

吉村　優希
横浜市立
　　　　港南台第一小学校 5年

「アサガオは温度・しつ度・風に
よってさくスピードが変わるのだ
ろうか？」

浦田　梛帆
下内　勇輝
下内　勇慧

鎌倉市立玉縄小学校
鎌倉市立大船小学校
鎌倉市立大船小学校

６年
5年
1年

ミミズの養殖

舘林　花怜
地球の沸騰化の防止を呼びか
ける～セミのぬけがら調査から
分かること～

宮本　珠来 横浜市立並木第一小学校 ６年命の神秘
　　　　　～ヒメウズラの観察日記～

後藤　渚 横須賀市立鶴久保小学校 4年僕とタガメが出会うまで

代表執筆者

作品を読んで  －小学校高学年の部－
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ナナフシの研究①　ナナフシモドキを“でっかく” 育てる挑戦
横須賀市立汐入小学校　４年　長﨑　仁平

最優秀賞最優秀賞
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高
学
年
の
部



32



33

高
学
年
の
部
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高
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年
の
部
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高
学
年
の
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第32回 木原記念こども科学賞
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優秀賞優秀賞

不思議な自動種子散布植物
　　　　　　　～カタバミ種子飛散布実験 part2 ～
藤沢市立石川小学校　５年　福井　紗夕



39

高
学
年
の
部
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞

僕とタガメが出会うまで
横須賀市立鶴久保小学校　４年　後藤　渚
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高
学
年
の
部

努力賞努力賞
絶滅前に助けろ！！～クロゲンゴロウの観察記録～
横須賀市立豊島小学校　４年　川上　杏凜
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努力賞努力賞
「異なる土壌がラディッシュの成長に与える影響」

捜真小学校　５年　佐多　瑛太
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「アサガオは温度 ・ しつ度 ・風によってさく
　　　　　　　　　　　　スピードが変わるのだろうか？」
横浜市立港南台第一小学校　５年　吉村　優希

努力賞努力賞

高
学
年
の
部
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ミミズの養殖
代表執筆者　鎌倉市立玉縄小学校　６年　浦田　梛帆
                   鎌倉市立大船小学校　５年　下内　勇輝
                   鎌倉市立大船小学校　１年　下内　勇慧

努力賞努力賞
①

②

③
④



45

努力賞努力賞

地球の沸騰化の防止を呼びかける
               ～セミのぬけがら調査から分かること～
                                          　舘林　花怜

高
学
年
の
部

①
②

③
④
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努力賞努力賞
命の神秘～ヒメウズラの観察日記～
横浜市立並木第一小学校　６年　宮本　珠来
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高
学
年
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中学生の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（3作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

桑原　玄親 ３年
果物を公平に切り分ける方法の
研究Ⅱ～果物の糖度の分布と
生態の関係～

速水　紅 藤沢市立秋葉台中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

藤沢市立湘南台中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

1年植物の根と共生する菌？～シロツ
メクサや小ネギの根を観察～

檜森　悠杜 1年
子室組織の謎に迫る
　　　 ～ナス科の野菜の発根実験～

努力賞
（4作品） 鈴木　晴 大磯町立国府中学校 2年

食事、活動別血糖値上昇の違い
について

遠藤　秀真 ３年
水槽の水を活用した水耕栽
培の実用性とは－豆苗の栽
培から考える－

神谷　睦希 桐蔭学園中等教育学校 ３年タデアイのたたき染めでより
青く染める方法

戸澤　潤 ３年
ハダニの生態学的特性とメカ
ニズムー環境に対する行動可
塑性ー ver.2

小室　孝介 相模原市立相原中学校 １年サボテンの粘液は土壌を乾燥から
守れるか

細野　若菜 桐蔭学園中等教育学校 ３年草むしり万歳
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中
学
生
の
部

横浜富士見丘学園 教諭　富田　丈久

　今年も、生きものの賢明な営みの不思議さ、面白さ、素晴らしさを、私たちに改めて
思い出させてくれる作品に出合うことができました。 すべての作品から、応募してくれ
た中学生の皆さんの、生きものの営みに対して次から次へとわき出る探求心とあふれ
る愛情、創意工夫に満ちあふれた実験・観察方法に驚き、感動しました。

　これら素晴らしい作品群の中で、今年の最優秀賞に輝いた「果物を公平に切り分け
る方法の研究Ⅱ～果物の糖度の分布と生態の関係～」 は、「みんなが果物を同じ甘
さで味わうことができるようにしたい」という、優しい気持ちを出発点としています。 作
品からは、まず、丁寧に仮説を組み立て、それを検証していく中で新たな課題に直面
し、それを究明するために新たに検証を行うなど、試行錯誤しながら、出発点の課題
の究明に向けて、粘り強く一歩ずつ進んでいく、という流れ・ストーリーがしっかりと読
み取れました。 様々な要素が複雑に関係するテーマであるだけに、求めていた究極の
方法への到達には至らなかったものの、大きく前進したことは間違いありません。“ 優
しさ”から出発した、大きなテーマへの丁寧で科学的な、素晴らしい挑戦の記録でし
た。

　優秀賞は 「植物の根と共生する菌？～シロツメクサや小ネギの根を観察～」「子室組
織の謎に迫る～ナス科の野菜の発根実験～」、「ハダニの生態学的特徴とメカニズム
－環境に対する行動可塑性－ver． ２」、の３作品です。 いずれの作品も、取り扱いに
苦労する極めて小さな生き物や組織の中で行われている生命現象のしくみを探求す
る取り組みでした。 実験 ・ 観察方法の改良などを施し、課題の解明に取り組んでいく
プロセスが、分かりやすく丁寧に記録された素晴らしい作品でした。

　これからも、科学を愛する皆さんを応援していきたいと思っています。

中学生の部

受賞者一覧

最優秀賞
（１作品）

優秀賞
（3作品）

神奈川
新聞社賞
（1作品）

題　名 名　前 学　校 学　年

桑原　玄親 ３年
果物を公平に切り分ける方法の
研究Ⅱ～果物の糖度の分布と
生態の関係～

速水　紅 藤沢市立秋葉台中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

藤沢市立湘南台中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

1年植物の根と共生する菌？～シロツ
メクサや小ネギの根を観察～

檜森　悠杜 1年
子室組織の謎に迫る
　　　 ～ナス科の野菜の発根実験～

努力賞
（4作品） 鈴木　晴 大磯町立国府中学校 2年

食事、活動別血糖値上昇の違い
について

遠藤　秀真 ３年
水槽の水を活用した水耕栽
培の実用性とは－豆苗の栽
培から考える－

神谷　睦希 桐蔭学園中等教育学校 ３年タデアイのたたき染めでより
青く染める方法

戸澤　潤 ３年
ハダニの生態学的特性とメカ
ニズムー環境に対する行動可
塑性ー ver.2

小室　孝介 相模原市立相原中学校 １年サボテンの粘液は土壌を乾燥から
守れるか

細野　若菜 桐蔭学園中等教育学校 ３年草むしり万歳

作品を読んで  －中学生の部－
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最優秀賞最優秀賞

果物を公平に切り分ける方法の研究Ⅱ
　　　　　　      　　　　　　  ～果物の糖度の分布と生態の関係～
横浜国立大学教育学部附属横浜中学校　３年　桑原　玄親
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中
学
生
の
部
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中
学
生
の
部
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優秀賞優秀賞
植物の根と共生する菌？～シロツメクサや小ネギの根を観察～
藤沢市立秋葉台中学校　１年　速水　紅



55

中
学
生
の
部
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優秀賞優秀賞
子室組織の謎に迫る～ナス科の野菜の発根実験～
藤沢市立湘南台中学校　１年　檜森　悠杜



57

中
学
生
の
部
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優秀賞優秀賞

ハダニの生態学的特性とメカニズム
ー環境に対する行動可塑性ー ver.2
横浜国立大学教育学部附属横浜中学校　３年　戸澤　潤
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中
学
生
の
部
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神奈川
新聞社賞
神奈川
新聞社賞

サボテンの粘液は土壌を乾燥から守れるか
相模原市立相原中学校　１年　小室　孝介
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努力賞努力賞

中
学
生
の
部

食事、 活動別血糖値上昇の違いについて
大磯町立国府中学校　２年　鈴木　晴
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水槽の水を活用した水耕栽培の実用性とは
                               ー豆苗の栽培から考えるー
横浜国立大学教育学部附属横浜中学校　３年　遠藤　秀真

努力賞努力賞
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努力賞努力賞

中
学
生
の
部

タデアイのたたき染めでより青く染める方法
桐蔭学園中等教育学校　３年　神谷　睦希
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努力賞努力賞
草むしり万歳
桐蔭学園中等教育学校　３年　細野　若菜

①
②

③
④
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中
学
生
の
部

①
②

③
④

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 自分のアイディアをらくがきしてみよう！■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

第32回 木原記念こども科学賞
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第第３３２２回回（（２２００２２４４年年））木木原原記記念念ここどどもも科科学学賞賞のの選選考考結結果果  
    

選考部門 最優秀賞 優秀賞

神奈川 

新聞社賞 努力賞 計  応募数 

小学校低学年(1～3 学年)の部 1 1 1 4 7 68 

小学校高学年(4～6 学年)の部 1 1 1 6 9 48 

中学校の部 1 3 1 4 9 72 

計 3 5 3 14 25 188 

（参考：過去の選考結果）   

 最優秀賞 優秀賞 努力賞 応募総数 

第 １ 回（１９９３年） 4 10 12 26 

第 ２ 回（１９９４年） 9 15 38 62 

第 ３ 回（１９９５年） 2 10 31 121 

第 ４ 回（１９９６年） 3 8 15 122 

第 ５ 回（１９９７年） 3 8 21 161 

第 ６ 回（１９９８年） 3 9 23 192 

第 ７ 回（１９９９年） 3 10 15 160 

第 ８ 回（２０００年） 3 11 17 215 

第 ９ 回（２００１年） 3 10 16 193 

第１０ 回（２００２年） 3 8 19 300 

第 １１回（２００３年） 3 8 16 260 

第１２ 回（２００４年） 2 9 16 213 

第１３ 回（２００５年） 2 6 12 288 

第１４ 回（２００６年） 3 6 12 236 

第１５ 回（２００７年） 3 7 12 266 

第１６ 回（２００８年） 2 6 6 239 

第１７ 回（２００９年） 3 6 7 224 

第１８ 回（２０１０年） 2 6 8 253 

第１９ 回（２０１１年） 2 6 8 211 

第 ２０ 回（２０１２年） 2 6 9 196 

第 ２１回（２０１３年） 2 6 9 556 

第 ２２回（２０１４年） 3 6 6 238 

第 ２３回（２０１５年） 2 6 6 238 

第 ２４ 回（２０１６年） 3 5 5 183 

第 ２５回（２０１７年） 3 7 6 197 

第 ２６回（２０１８年） 2 5 10 227 

第 ２７回（２０１９年） 5 5 9 206 

 

 
最優秀賞 優秀賞 

神奈川 

新聞社賞 
努力賞 応募総数 

第２８回（２０２０年） 3 6 3 11 164 

第２９回（２０２１年） 4 7 3 11 317 

第３０回（２０２２年） 5 8 3 10 240 

第３１回（２０２３年） 3 7 3 9 264 

（順不同）

第３2回木原記念こども科学賞   　応募校一覧

【横浜市立】

【横浜市立】

【川崎市立】

【相模原市立】

【鎌倉市立】

小学校の部
個人応募（41作品）
学校応募（25校 75作品）

井土ヶ谷小学校
岡津小学校
下野谷小学校
三ツ沢小学校
小机小学校
新吉田第二小学校
新石川小学校
朝比奈小学校
東俣野小学校
奈良小学校
日吉南小学校
馬場小学校
並木第一小学校
箕輪小学校
洋光台第一小学校

桜台小学校
若松小学校
上鶴間小学校
清新小学校
谷口小学校

汐入小学校

中津第二小学校

井ノ口小学校

捜真小学校
日本大学藤沢小学校

※学校応募のみ記載

【相模原市立】

　【横須賀市立】

　【愛川町立】
　
　【中井町立】

　【私立】

中学校の部
個人応募（4作品）
学校応募（12校 68作品）

岡野中学校

御幸中学校

相模丘中学校
相模台中学校
大野南中学校
谷口中学校

玉縄中学校

赤羽根中学校

国府中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

桐蔭学園中等教育学校
公文国際学園中等部

※学校応募のみ記載

【茅ヶ崎市立】

　【大磯町立】

　【国立】

　
　【私立】
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（順不同）

第３2回木原記念こども科学賞   　応募校一覧

【横浜市立】

【横浜市立】

【川崎市立】

【相模原市立】

【鎌倉市立】

小学校の部
個人応募（41作品）
学校応募（25校 75作品）

井土ヶ谷小学校
岡津小学校
下野谷小学校
三ツ沢小学校
小机小学校
新吉田第二小学校
新石川小学校
朝比奈小学校
東俣野小学校
奈良小学校
日吉南小学校
馬場小学校
並木第一小学校
箕輪小学校
洋光台第一小学校

桜台小学校
若松小学校
上鶴間小学校
清新小学校
谷口小学校

汐入小学校

中津第二小学校

井ノ口小学校

捜真小学校
日本大学藤沢小学校

※学校応募のみ記載

【相模原市立】

　【横須賀市立】

　【愛川町立】
　
　【中井町立】

　【私立】

中学校の部
個人応募（4作品）
学校応募（12校 68作品）

岡野中学校

御幸中学校

相模丘中学校
相模台中学校
大野南中学校
谷口中学校

玉縄中学校

赤羽根中学校

国府中学校

横浜国立大学教育学部
附属横浜中学校

桐蔭学園中等教育学校
公文国際学園中等部

※学校応募のみ記載

【茅ヶ崎市立】

　【大磯町立】

　【国立】

　
　【私立】
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第３2 回木原記念こども科学賞
選考委員会委員名簿

（ 順不同 ・ 敬称略）

横浜市立浦島小学校　          教諭	                      酒井	 佳代

横浜市立豊岡小学校　          教諭	                      隈部	 万伊子

横浜市立平沼小学校　          教諭	                      尾方	 優祐

横浜市立秋葉小学校　          教諭	                      名原	 道子

横浜市立左近山中学校        教諭	                      岩田	 英士

関東学院小学校　　　             教諭	                      髙戸	 愛香

横浜富士見丘学園　　           教諭　　　            　 　　　富田	 丈久

公立大学法人横浜市立大学木原生物学研究所 所長      嶋田	 幸久

横浜市みどり環境局　           担当係長	             山本	 理奈

木原記念横浜生命科学振興財団　常務理事	     鈴木	 榮一郎
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の進め方

応募されるみなさんへ

■実験や観察を始めたきっかけを書きましょう
 ・どうして観察や実験をしようと思ったか

■実験や観察のしかたを書きましょう
 ・どのような計画をたてたか
 ・どんな材料を使ったか
 ・なにをどのように実験し、観察したか
 ・どのように調べたか

■記録をとりましょう
 ・観察したことや実験の結果を記録しましょう
　スケッチをするとより正確な観察ができます
　また、観察したことがほかの人にもよくわかります
 ・日にち、時刻天気、長さ、大きさ、重さ、早さなど
 　を正確に記録します。色、手ざわり、音、におい、
　 味なども記録しておきましょう。写真や動画も効果的
　です。

■記録や結果を整理しましょう
 ・表にまとめてみる
 ・グラフをつくってみる（折れ線グラフがよいか、
　 棒グラフがよいかも考える）

■発見したことやわかったことを書きましょう
 ・観察や実験をしてあなたが発見したことやわかった
　 ことを書きます。これが全体のまとめになります

■最後に感想を書きましょう
 ・感想、意見、疑問、これからしてみようと思うこと
　 などを書きます
 ・参考にした本、雑誌、図鑑などを最後にかきます
 ・指導していただいた方の名前も書きましょう 

■最初に、自分で書こうと思ったことについて考えま
　しょう
 ・調べるときは、参考書、百科事典、図鑑などが役に
　 立ちます

■文章を書き始めます
 ・表題と自分の名前を書きます
 ・次に、感想文を書こうと思ったきっかけを書きま
　 しょう
 ・続けて、調べたことや自分の考えを順序よく書きます
 ・このとき、調べたことと自分の考えとをはっきり
　 区別しましょう
 ・自分の考え（感想）を書いて、しめくくります

■ひととおり書き終わったら、次のことを考えながら
　 読みなおしましょう
 ・書きたすことはないか
 ・削るところはないか
 ・書く順序はよいか
 ・字が間違っていないか
 ・書き表し方はよいか

■表題が内容をよくあらわしているかどうか
 ・もう一度見直しましょう

■感想文の最後に
 ・調べた本、辞典、図鑑などを書きます
 ・指導していただいた方の名前を書きます

1. 実験や観察のまとめかた 2. 感想文の書き方
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～こども達の科学活動にご支援をお寄せください～

こども科学賞は、皆様からの貴重なご寄附を原資に、

応募者への支援・副賞などの充実を図っています。

ご寄附のお願い 

生きものと研究を愛するこども達へ、

熱いエールを！

自由研究

Science

Love&Passion! 

それがすべてのはじまりだった 

×

＝

寄附のお願い



木原均博士について

木原均博士の 「小さい実験」

木原記念室　―木原均博士の足跡をたどる―

　木原均博士 （1893年～1986年） は、 植物の遺伝学・進化学

の研究で大きな業績を残しました。

　とくに 「ゲノム説」 の提唱、 パンコムギの祖先の発見は、 世界的

な研究成果として知られています。 また、 海外に植物探索の旅に

でかけ、 日本のフィールド科学の道をひらき、 冬季オリンピックの

団長を2 度つとめるなど、 冬季スポーツの振興にも足跡を残し

ました。

　木原博士は、 コムギの研究のかたわら “ルーペとノートと鉛筆”

があればできる 「小さい実験」 を通して、 日常生活の中でふと

みつけた疑問を解き明かすことを楽しみました。

木原博士のライフワークであるコムギの研究を中心に多彩な業績を様々な角度からたどることができます。

横浜市立大学舞岡キャンパス （横浜市立大学木原生物学研究所） 内　１F

横浜市立大学木原生物学研究所作成の小冊子 「木原均博士が見ていた世界」 にご興味をお持ちの

方は、 木原記念財団までご連絡ください。 yamabosi@kihara.or.jp

小さい実験①　身近な生物の右巻き・左巻きの観察

小さい実験②　人工紅葉

小さい実験③　植物のオスとメス

小さい実験④　植物の性転換

小さい実験の例

木原博士の実験道具 （木原記念室所蔵）

表紙の絵　「Cell‐細胞について詳しくなろう‐」　横浜国立大学教育学部附属横浜小学校　5年　濱田　航輔

　　　　　　　　　「命の神秘～ヒメウズラの観察日記～」　横浜市立並木第一小学校　6年　宮本　珠来

謝　　辞

ご後援

特別協賛

　今年度のこども科学賞は、 下記の皆様の温かいご支援・ご協力に支えられて運営しています。 紙面上

で失礼ながら、 心より厚く御礼申し上げます。

ご支援いただいた皆様

【神奈川県内の教育委員会】 神奈川県教育委員会、 横浜市教育委員会、 川崎市教育委員会、

　　　　　　　　　　　　相模原市教育委員会

【地域の大学 ・ 研究機関】

【地域の企業、 金融機関】

ご寄附

【地域の企業、 ライフサイエンス関連企業】

【個人 （ライフサイエンス関連の研究者等）】

増田和成様、 小井土大様、 丸山正様、 他、 計8名、 1社 （ご希望によりお名前非公表の方含む）

中外製薬株式会社 株式会社天然素材探索研究所

ベーシックバイオ合同会社 株式会社サカタのタネ

サーモフィッシャーサイエンティフィック株式会社

国立研究開発法人海洋研究開発機構 横浜市立大学木原生物学研究所
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